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	笑顔がつながる「横ニコ遠足」　
	学校長　佐藤　由起
	　新緑の鮮やかな季節となりました。 保護者の皆様におかれましては、日頃より本校の教育活動への ご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 　
	　さて、本校では本日、初めての試みとして「全校遠足」を実施いたしました。この取り組みのきっかけとなったのは、昨年度末に子供たちを対象に行ったアンケート結果です。「異学年で交流する『横ニコ活動』をもっと増やしたい」「上の学年や下の学年の友達ともっと遊びたい」という意欲的な声が多く寄せられました。 　これまでの学年単位の遠足も大切ですが、学校という大きな共同体の中で、子供たちが互いに支え合い、役割を果たす喜びを感じる場を作りたいと考え、今年度は地域にある「横山公園」を活用した全校遠足へと踏み出すことといたしました。 　今回の遠足では、学習指導要領が掲げる「人間関係の形成」や「自己有用感の育成」を具現化するため、１・６年生、２・５年生、３・４年生という「ペア学年」での活動を軸に据えました。 　１週間前、子供たちは自分のペアの子と初めて顔をあわせ、遠足の計画を話し合いました。上学年が下学年の意見を優しく聞き出しながら「公園でどんな遊びをしたらみんなが楽しめるか」「安全に歩くためにはどうすればよいか」と、一生懸命に計画を立てている姿がとても印象的でした。自分たちで考え、自分たちで創り上げる遠足を、子供たちは指折り数えて楽しみにしていました。 　当日はあいにくの曇り空で、少し肌寒さも感じる朝となりましたが、子供たちの熱気はそれを上回るものでした。横山公園に到着すると、そこには学校の校庭とはまた違う、豊かな自然が広がっていました。 　「見て！シロツメグサがたくさん咲いているよ」「これは梅の実かな？」と、ペアで仲良く公園内を探索して「春見つけ」に没頭する姿や、広場で元気いっぱいに鬼ごっこや大縄跳びをする姿が随所に見られました。上級生が下級生のペースに合わせて歩いたり、転んだ子に優しく声をかけたりする光景は、まさに異年齢交流ならではの学びの瞬間でした。 　学習指導要領において、異年齢活動は「公共の精神」や「連帯感」を養う重要な機会とされています。今回の遠足を通じて、子供たちは「誰かのために動く喜び」や「年上の人への憧れ」を肌で感じることができたはずです。 　
	　地域にある公園という身近な場所で、学年を越えた絆を深めたこの経験は、これからの学校生活における大きな糧となるでしょう。今後も子供たちの主体的・対話的な学びを大切にしながら、地域と共に歩む教育活動を推進してまいります。ご家庭でも、ぜひ『横ニコ遠足』についてお子様とお話ししてみてください。


